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材料強度試験とネットワーク型有限要素法実習とを組み合わせた学習支援システムの構築

機械システムエ学科黒田雅利

１．はじめに

近年、研究開発コストを抑えるために、有限要素法

を利用した機械構造物の設計が、機械産業界で盛んに

行われている。また汎用の有限要素プログラムにおい

ては、Ｇｍ（グラフイカル・ユーザー・インターフェ

ース）を装備したものが開発され、以前と比較すると

解析がより手軽に行えるようになってきている。しか

しながら、新しく有限要素法解析を始める技術者にと

って、その汎用プログラムの機能および操作方法を習

熟するのは容易なことではない。汎用プログラムの開

発会社はしばしば講習会を提供しているが、主に企業

の利用者向けであり、かつ有料である。また、汎用の

有限要素プログラムのライセンスは学術ﾗfU用に限定し

ても非常に高価であり､機械工学実験１回の受講者(約

12名）全員分のライセンス取得は､大学教育において

は予算面で現実的でないと思われる。

プロジェクト代表者は、ものづくり創造融合工学教

育事業の支援の下、平成１８年度に図１に示したよう

にネットワークを利用して、学生のパソコン（ピュー

アー側）の画面上に、教員(IYK)のパソコン（サーバー

側）と同じ画面を映し出し、双方向で教員（IYK）・学

生同士が有限要素モデルを共同作業で作成することで、

汎用有限要素法プログラムの操作法および機能に対す

る理解を深めることが可能となる授業システムを構築

した。本授業システムでは、ライセンスの複数取得は

不要となり、ものづくり創造融合工学教育事業の支援

内で授業化が可能である。その取り組みが学科教育集

団で考慮され、平成１９年度の機械工学実験において、

「応力集中の評価」と題した本授業システムを利用す

るテーマが新設された。本継続プロジェクトでは、こ

の授業システムを実際に機械工学実験の１テーマとし

て実施するだけでなく、本授業システムに対して寄せ

られた受講生の感想を整理して、その効果の検証も行

った。

さらなる授業改善を行っていきたいと考えている。
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図１授業システムの概要図

図２授業風景

表１実習に対する感想
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２．授業風景と実習に対する学生の感想

図２に本授業システムを利用した授業風景を示す。

表１に本授業システムに対して寄せられた受講生の感

想を整理した結果を示す。今回の結果を踏まえて、次

年度もものづくり創造融合工学教育事業の支援の下、

趨由感騒」
四|PCの……風で０５…､て凝示…のでnV囚nIjnいつn､雌い座

②魁騨髄鍛;2甲圃駈欝iMr薗ﾘﾝﾄ………■
①１３W僥呵騨鯉`で…つ…同…つたり十……で‘
回ｩ鮎ｉｔ蝿鎚鰯蕊餅儒ｿﾌﾞﾄで趣､に鱒歸で…輿…ば』’
回：総iIz:辮鯛織惣`てい…蝋につ腱分'，で荷ったIユ’

理■のⅨ、やデータ出布Iz全目で同じ内Ｗ&＄、しつつ．ｎＷｆは■P｣にﾘﾌﾞっ

⑥閤錆lii野移;;訂雑談;ｴｱ間iii繩露溌翻’
な字間'二つながらのではないIDU．

ﾉﾉﾉ〃
02０００”

8９

〔:…i:;璽職i曾ｊｈ…雀:…；腱

;し
⑨肯定的窓児

⑥否定的な兄

F鳶＝戸
￣、再

Ｒａ凸ユユ




